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担当医表は予告なく変更されることがあります
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●受付時間：8 時 00 分～ 11 時 30 分
●2018 年休診日：毎月第 2･3･5 土曜日（9/29 を除く）、
　　　　　　　　  日曜日、国民の祝日、8/16、年末年始
●予約・紹介状がないと受診できない診療科があります。
　詳しくは各外来にお問い合わせ下さい。
●救急患者さんにつきましてはこの限りではありません。

予 予約制紹 初診時に医療機関からの診療情報提供書（紹介状）が必要です 新 新患患者 前 午前 後 午後 数字  週

Minami Nagano Medical Center, Shinonoi General Hospital

133
ご自由にお持ち下さい

平成 30 年 4 月発行



新
し
い
血
管
撮
影
装
置

　約
14
年
間
使
用
し
た
X
線
血
管
撮

影
装
置
に
代
え
て
新
し
く
導
入
し
た

の
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
社
製
の

「Allura Clarity FD
20/15

」
で
す
。

こ
の
新
機
種
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
社
独

自
の
ア
ー
ム
構
造
に
よ
っ
て
自
由
な

位
置
決
め
が
可
能
で
、
頭
部
か
ら
頚

部
、
胸
腹
部
か
ら
四
肢
先
端
に
至
る

ま
で
全
身
の
す
べ
て
を
カ
バ
ー
し
ま

す
。
従
来
装
置
の
X
線
検
出
器
は
イ

メ
ー
ジ
イ
ン
テ
ン
シ
フ
ァ
イ
ア

（im
age intensifier, 

略
称I.I.,

電
子

増
倍
管
）
で
し
た
が
、
新
機
種
で
は

最
新
の
フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
デ
ィ
テ
ク

タ
ー
（Flat Panel D

etector, 

略
称

F
P
D
）
と
な
り
、
従
来
と
比
べ
高

解
像
度
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
が
得
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　ま
たClarity

シ
ス
テ
ム
は
フ
ィ

リ
ッ
プ
ス
社
独
自
の
被
曝
低
減
機
能

で
、
従
来
装
置
と
比
べ
て
大
幅
に
患

者
さ
ん
へ
の
被
曝
線
量
の
低
減
が
得

ら
れ
ま
す
。
更
に
バ
イ
プ
レ
ー
ン
シ

ス
テ
ム
の
た
め
、
同
時
に
2
方
向
か

ら
の
透
視
・
撮
影
が
可
能
で
、
診
断

撮
影
に
お
い
て
は
造
影
剤
の
使
用
量

が
少
な
く
な
り
、
治
療
に
お
い
て
は

安
全
性
が
向
上
し
ま
す
。

　こ
の
新
し
い
血
管
撮
影
装
置
で

は
、
前
述
の
如
く
透
視
画
像
や

D
S
A
画
像
（
デ
ジ
タ
ル
差
分
血
管

造
影
法
機
能D

igital Subtraction 
Angiography

）、
3D-

D
S
A
画
像

（
三
次
元
D
S
A
画
像
）
な
ど
の
解

像
度
が
格
段
に
向
上
し
、
非
常
に
高

精
細
で
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
高
い
デ
ジ

タ
ル
画
像
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
た
め
頭
蓋
骨
と
い
う
硬
い

骨
の
中
に
あ
る
脳
内
の
微
細
な
血
管

ま
で
描
出
が
可
能
で
す
。
更
に
新
し

く
得
ら
れ
る
画
像
と
し
て
は
、
解
像

度
は
若
干
低
下
す
る
も
の
の
C
T
室

ま
で
行
か
な
く
て
も
、
C
T
と
同
様

の
画
像
が
得
ら
れ
るcone-beam

 
CT

画
像
、
頭
蓋
内
動
脈
に
留
置
し

た
ス
テ
ン
ト（
金
属
製
の
網
状
の
筒
）

の
状
態
が
描
出
可
能
なVasoCT

画

像
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
機
能
と
し
て

は
、
病
変
へ
の
到
達
を
補
助
す
る
ナ

ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
機
能
で
あ
る
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
画
像
が
向
上
し
、
新
た
に
三

次
元
的
な
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る

3
D
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
機
能
も
利
用
で

き
ま
す
。

　こ
の
新
し
い
血
管
撮
影
装
置
が
使

用
可
能
と
な
っ
た
こ
と
で
、
脳
神
経

外
科
に
お
け
る
脳
血
管
内
治
療
で

は
、
今
ま
で
は
治
療
困
難
で
あ
っ
た

脳
動
脈
瘤
に
対
し
て
は
コ
イ
ル
塞
栓

術
が
可
能
と
な
り
、
脳
動
静
脈
奇
形

や
硬
膜
動
静
脈
瘻
な
ど
の
難
し
い
脳

血
管
障
害
に
対
し
て
も
塞
栓
術
が
可

能
と
な
り
、
従
来
か
ら
行
っ
て
い
る

治
療
に
お
い
て
は
安
全
性
が
向
上
し

て
い
ま
す
。

　こ
の
新
機
種
が
導
入
さ
れ
、
診
断

能
力
の
向
上
、
治
療
対
象
の
拡
大
、

治
療
安
全
性
の
向
上
、
被
曝
線
量
の

低
減
、
造
影
剤
の
使
用
量
の
軽
減
な

ど
が
得
ら
れ
、
総
じ
て
患
者
さ
ん
へ

の
負
担
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　昨
年
12
月
に
既
存
の
装
置
を
更
新
し
、

2
方
向
か
ら
の
透
視
・
撮
影
が
同
時
に
可

能
な
バ
イ
プ
レ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
の
多
目
的

X
線
血
管
撮
影
装
置
を
導
入
い
た
し
ま
し

た
。
既
存
の
装
置
は
脳
神
経
外
科
、
放
射

線
科
、
透
析
科
が
診
断
・
治
療
に
使
用
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
最
新
の
装
置
は

更
に
循
環
器
内
科
や
心
臓
血
管
外
科
の
治

療
に
も
有
用
で
、
多
科
多
目
的
に
全
身
の

検
査
・
治
療
に
使
用
が
可
能
で
す
。

　こ
の
最
新
の
血
管
撮
影
装
置
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
こ
の
装
置
に
よ
っ
て
最
も

恩
恵
が
得
ら
れ
て
い
る
脳
血
管
内
治
療
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

フィリップス社製 X 線血管撮影装置 Allura Clarity FD20/15

脳神経外科
統括部長

村田　貴弘
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同
時
に
2
方
向
か

ら
の
透
視
・
撮
影
が
可
能
で
、
診
断

撮
影
に
お
い
て
は
造
影
剤
の
使
用
量

　脳
血
管
内
治
療
と
は
、
脳
の
病
気
に
対

し
て
皮
膚
を
切
っ
た
り
頭
蓋
骨
を
開
け
た

り
す
る
こ
と
な
く
、
血
管
の
中
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
手
術
法
で
す
。
血
管
の
中
に

極
微
細
な
カ
テ
ー
テ
ル
（
細
い
管
）
を
入

れ
、
こ
れ
を
頭
蓋
内
・
頸
部
血
管
ま
で
進

め
、
脳
の
血
管
障
害
や
頚
動
脈
病
変
を
血

管
の
中
か
ら
治
療
し
ま
す
。
こ
の
技
術
に

よ
り
、
脳
神
経
外
科
領
域
に
お
い
て
頭
を

開
け
た
り
頚
を
切
っ
た
り
す
る
こ
と
な
く

治
療
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
よ
り
低
侵

襲
（
手
術
に
よ
る
身
体
へ
の
負
担
が
低
い
）

な
治
療
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　脳
血
管
内
治
療
は
1
9
7
0
年
代
に
始

ま
り
、
カ
テ
ー
テ
ル
な
ど
様
々
な
医
療
機

器
の
目
覚
ま
し
い
進
歩
に
よ
り
1
9
9
0

年
代
に
は
欧
米
で
積
極
的
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
2
0
0
0
年
代
に
入

る
と
、
臨
床
研
究
等
に
よ
っ
て
従
来
の
開

頭
手
術
と
同
等
も
し
く
は
よ
り
良
い
成
績

が
報
告
さ
れ
、
日
本
で
も
積
極
的
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
近
年
で
は
症

例
に
も
よ
り
ま
す
が
開
頭
手
術
や
直
達
手

術
に
か
わ
る
第
一
の
治
療
選
択
肢
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　脳
血
管
内
治
療
の
長
所
（
利
点
）
は
、
一
般
的
な
開

頭
術
な
ど
直
達
外
科
手
術
に
比
べ
て
、
患
者
さ
ん
に
加

わ
る
侵
襲
が
圧
倒
的
に
少
な
い
こ
と
で
す
。
局
所
麻
酔

（
カ
テ
ー
テ
ル
挿
入
部
の
痛
み
止
め
）
に
よ
る
治
療
が

可
能
で
す
が
、
当
院
で
は
基
本
的
に
全
身
麻
酔
で
治
療

を
行
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
開
頭
手
術
で
治
療

が
困
難
な
部
位
で
も
到
達
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
頭
蓋

骨
を
開
け
な
い
の
で
頭
に
傷
が
残
ら
な
い
こ
と
、
脳
へ

の
影
響
が
少
な
い
こ
と
、
入
院
期
間
が
短
い
こ
と
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
体
に
対
す
る
侵
襲
が
少
な
い
た
め
、

高
齢
者
で
も
全
身
状
態
が
比
較
的
悪
い
方
で
も
可
能
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
脳
血
管
内
治
療
も

手
術
で
あ
り
、
合
併
症
・
危
険
性
は
開
頭
手
術
と
同
等

と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
安
全
を
第
1
に
考
え
て
治
療
し

て
い
ま
す
。
同
じ
疾
患
で
も
全
て
の
患
者
さ
ん
に
脳
血

管
内
治
療
が
可
能
な
訳
で
は
な
く
、
病
変
の
形
や
性
状

に
よ
っ
て
、
向
き
不
向
き
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
た
め
、
慎
重
に
適
応
を
判
断
し
て
治
療
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
1
年
間
で
当
院
で
の
脳
血
管
内
治

療
は
増
加
し
て
お
り
、
新
機
種
が
導
入
さ
れ
今
後
も
ま

す
ま
す
増
え
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

が
少
な
く
な
り
、
治
療
に
お
い
て
は

安
全
性
が
向
上
し
ま
す
。

　こ
の
新
し
い
血
管
撮
影
装
置
で

は
、
前
述
の
如
く
透
視
画
像
や

D
S
A
画
像
（
デ
ジ
タ
ル
差
分
血
管

造
影
法
機
能D

igital Subtraction 
Angiography

）、
3D-

D
S
A
画
像

（
三
次
元
D
S
A
画
像
）
な
ど
の
解

像
度
が
格
段
に
向
上
し
、
非
常
に
高

精
細
で
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
高
い
デ
ジ

タ
ル
画
像
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
た
め
頭
蓋
骨
と
い
う
硬
い

骨
の
中
に
あ
る
脳
内
の
微
細
な
血
管

ま
で
描
出
が
可
能
で
す
。
更
に
新
し

く
得
ら
れ
る
画
像
と
し
て
は
、
解
像

度
は
若
干
低
下
す
る
も
の
の
C
T
室

ま
で
行
か
な
く
て
も
、
C
T
と
同
様

の
画
像
が
得
ら
れ
るcone-beam

 
CT

画
像
、
頭
蓋
内
動
脈
に
留
置
し

た
ス
テ
ン
ト（
金
属
製
の
網
状
の
筒
）

の
状
態
が
描
出
可
能
なVasoCT

画

像
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
機
能
と
し
て

は
、
病
変
へ
の
到
達
を
補
助
す
る
ナ

ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
機
能
で
あ
る
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
画
像
が
向
上
し
、
新
た
に
三

次
元
的
な
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る

3
D
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
機
能
も
利
用
で

き
ま
す
。

　こ
の
新
し
い
血
管
撮
影
装
置
が
使

用
可
能
と
な
っ
た
こ
と
で
、
脳
神
経

外
科
に
お
け
る
脳
血
管
内
治
療
で

は
、
今
ま
で
は
治
療
困
難
で
あ
っ
た

脳
動
脈
瘤
に
対
し
て
は
コ
イ
ル
塞
栓

術
が
可
能
と
な
り
、
脳
動
静
脈
奇
形

や
硬
膜
動
静
脈
瘻
な
ど
の
難
し
い
脳

血
管
障
害
に
対
し
て
も
塞
栓
術
が
可

能
と
な
り
、
従
来
か
ら
行
っ
て
い
る

治
療
に
お
い
て
は
安
全
性
が
向
上
し

て
い
ま
す
。

　こ
の
新
機
種
が
導
入
さ
れ
、
診
断

能
力
の
向
上
、
治
療
対
象
の
拡
大
、

治
療
安
全
性
の
向
上
、
被
曝
線
量
の

低
減
、
造
影
剤
の
使
用
量
の
軽
減
な

ど
が
得
ら
れ
、
総
じ
て
患
者
さ
ん
へ

の
負
担
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

○
従
来
装
置
の
画
像

○
新
機
種
の
画
像

脳
血
管
内
治
療
と
は

               

ど
の
よ
う
な
も
の
か

■
従
来
装
置
と
新
機
種
と
の
画
像
比
較

　同
じ
患
者
さ
ん
の
同
じ
頭
蓋
内
動
脈
と
同
じ
脳
動
脈
瘤
で
す
。
上
の

画
像
が
従
来
装
置
、
下
の
画
像
が
新
機
種
の
画
像
で
す
。

　比
較
す
る
と
、
解
像
度
が
格
段
に
向
上
し
、
非
常
に
高
精
細
で
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
の
高
い
デ
ジ
タ
ル
画
像
に
な
っ
た
の
が
よ
く
分
り
ま
す
。

（DSA 画像） （3D-DSA 画像）

（DSA 画像） （3D-DSA 画像）

DSA 
血管を撮影した画像から元画（何もして
ない時の画像）を差し引くことにより、
血管のみの画像を観察することが可能。
これを利用して、造影剤を注入しながら
連続で撮影していき、撮影した各々の画
像から元画を差し引いた画像を続けて観
察する事により、血管と病変が染まって
いく様子が動画のように観察できる。

3D ロードマップ機能 
血管撮影によって得られたデータから立
体的に血管の地図を表示し、治療部位ま
での道案内をすることが出来る機能。

バイプレーンシステム
X 線管球と FPD（フラットパネルディテ
クタ）の対が 2 セットあるシステム。
バイプレーンの特徴は、一回の造影剤の
注入で 2 方向の撮影ができる。従来のシ
ングルプレーンと比較すると造影剤の使
用量を半分程度に抑え、被検者の被ばく
を低減し、時間を短縮できる。

脳
血
管
内
治
療
の
メ
リ
ッ
ト

*1*2*3
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　約
14
年
間
使
用
し
た
X
線
血
管
撮
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装
置
に
代
え
て
新
し
く
導
入
し
た

の
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
社
製
の
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20/15

」
で
す
。

こ
の
新
機
種
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
社
独
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ア
ー
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造
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っ
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置
決
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可
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頚
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ま
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線
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イ

メ
ー
ジ
イ
ン
テ
ン
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ァ
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略
称I.I.,

電
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増
倍
管
）
で
し
た
が
、
新
機
種
で
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最
新
の
フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
デ
ィ
テ
ク

タ
ー
（Flat Panel D
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略
称

F
P
D
）
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な
り
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従
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比
べ
高

解
像
度
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
が
得
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　ま
たClarity

シ
ス
テ
ム
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フ
ィ

リ
ッ
プ
ス
社
独
自
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被
曝
低
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機
能

で
、
従
来
装
置
と
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べ
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大
幅
に
患
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さ
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被
曝
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が
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ら
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ま
す
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更
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バ
イ
プ
レ
ー
ン
シ
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テ
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の
た
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時
に
2
方
向
か
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の
透
視
・
撮
影
が
可
能
で
、
診
断

撮
影
に
お
い
て
は
造
影
剤
の
使
用
量
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血
管
内
治
療
と
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、
脳
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気
に
対

し
て
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を
切
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た
り
頭
蓋
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を
開
け
た
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頚
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血
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治
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外
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い
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頭
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た
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頚
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切
っ
た
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す
る
こ
と
な
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治
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る
よ
う
に
な
り
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よ
り
低
侵

襲
（
手
術
に
よ
る
身
体
へ
の
負
担
が
低
い
）

な
治
療
が
可
能
と
な
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し
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。
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血
管
内
治
療
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9
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1
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績
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達
手
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。
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、
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な
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、
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が
短
い
こ
と
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
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が
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、
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も
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的
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で
も
可
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が
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ま
す
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し
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が
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脳
血
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で
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、
合
併
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・
危
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性
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と
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と
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、
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に
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同
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疾
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で
も
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の
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者
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に
脳
血

管
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治
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が
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な
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で
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、
病
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形
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不
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、
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が
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た
め
、
慎
重
に
適
応
を
判
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し
て
治
療
を
行
っ

て
い
ま
す
が
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こ
の
1
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間
で
当
院
で
の
脳
血
管
内
治

療
は
増
加
し
て
お
り
、
新
機
種
が
導
入
さ
れ
今
後
も
ま

す
ま
す
増
え
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

が
少
な
く
な
り
、
治
療
に
お
い
て
は

安
全
性
が
向
上
し
ま
す
。

　こ
の
新
し
い
血
管
撮
影
装
置
で

は
、
前
述
の
如
く
透
視
画
像
や

D
S
A
画
像
（
デ
ジ
タ
ル
差
分
血
管

造
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法
機
能D
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）、
3D-

D
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A
画
像
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三
次
元
D
S
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像
）
な
ど
の
解

像
度
が
格
段
に
向
上
し
、
非
常
に
高

精
細
で
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
高
い
デ
ジ
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ル
画
像
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
た
め
頭
蓋
骨
と
い
う
硬
い

骨
の
中
に
あ
る
脳
内
の
微
細
な
血
管

ま
で
描
出
が
可
能
で
す
。
更
に
新
し

く
得
ら
れ
る
画
像
と
し
て
は
、
解
像

度
は
若
干
低
下
す
る
も
の
の
C
T
室

ま
で
行
か
な
く
て
も
、
C
T
と
同
様

の
画
像
が
得
ら
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画
像
、
頭
蓋
内
動
脈
に
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置
し

た
ス
テ
ン
ト（
金
属
製
の
網
状
の
筒
）

の
状
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が
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可
能
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画

像
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
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能
と
し
て

は
、
病
変
へ
の
到
達
を
補
助
す
る
ナ

ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
機
能
で
あ
る
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
画
像
が
向
上
し
、
新
た
に
三

次
元
的
な
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る

3
D
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
機
能
も
利
用
で

き
ま
す
。

　こ
の
新
し
い
血
管
撮
影
装
置
が
使

用
可
能
と
な
っ
た
こ
と
で
、
脳
神
経

外
科
に
お
け
る
脳
血
管
内
治
療
で

は
、
今
ま
で
は
治
療
困
難
で
あ
っ
た

脳
動
脈
瘤
に
対
し
て
は
コ
イ
ル
塞
栓

術
が
可
能
と
な
り
、
脳
動
静
脈
奇
形

や
硬
膜
動
静
脈
瘻
な
ど
の
難
し
い
脳

血
管
障
害
に
対
し
て
も
塞
栓
術
が
可

能
と
な
り
、
従
来
か
ら
行
っ
て
い
る

治
療
に
お
い
て
は
安
全
性
が
向
上
し

て
い
ま
す
。

　こ
の
新
機
種
が
導
入
さ
れ
、
診
断

能
力
の
向
上
、
治
療
対
象
の
拡
大
、

治
療
安
全
性
の
向
上
、
被
曝
線
量
の

低
減
、
造
影
剤
の
使
用
量
の
軽
減
な

ど
が
得
ら
れ
、
総
じ
て
患
者
さ
ん
へ

の
負
担
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

○
従
来
装
置
の
画
像

○
新
機
種
の
画
像

脳
血
管
内
治
療
と
は

               

ど
の
よ
う
な
も
の
か

■
従
来
装
置
と
新
機
種
と
の
画
像
比
較

　同
じ
患
者
さ
ん
の
同
じ
頭
蓋
内
動
脈
と
同
じ
脳
動
脈
瘤
で
す
。
上
の

画
像
が
従
来
装
置
、
下
の
画
像
が
新
機
種
の
画
像
で
す
。

　比
較
す
る
と
、
解
像
度
が
格
段
に
向
上
し
、
非
常
に
高
精
細
で
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
の
高
い
デ
ジ
タ
ル
画
像
に
な
っ
た
の
が
よ
く
分
り
ま
す
。

（DSA 画像） （3D-DSA 画像）

（DSA 画像） （3D-DSA 画像）

DSA 
血管を撮影した画像から元画（何もして
ない時の画像）を差し引くことにより、
血管のみの画像を観察することが可能。
これを利用して、造影剤を注入しながら
連続で撮影していき、撮影した各々の画
像から元画を差し引いた画像を続けて観
察する事により、血管と病変が染まって
いく様子が動画のように観察できる。

3D ロードマップ機能 
血管撮影によって得られたデータから立
体的に血管の地図を表示し、治療部位ま
での道案内をすることが出来る機能。

バイプレーンシステム
X 線管球と FPD（フラットパネルディテ
クタ）の対が 2 セットあるシステム。
バイプレーンの特徴は、一回の造影剤の
注入で 2 方向の撮影ができる。従来のシ
ングルプレーンと比較すると造影剤の使
用量を半分程度に抑え、被検者の被ばく
を低減し、時間を短縮できる。

脳
血
管
内
治
療
の
メ
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ッ
ト
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　血
管
の
中
か
ら
治
療
を
行
う
た
め
、
脳
や
首

の
血
管
の
異
常
、
病
気
が
主
な
対
象
に
な
り
ま

す
。
主
に
出
血
性
疾
患
（
塞
栓
術
）
と
虚
血
性

疾
患
（
血
栓
回
収
術
、
血
管
形
成
術
）
と
に
分

類
さ
れ
ま
す
。出
血
性
疾
患
は
脳
動
脈
瘤（
破
裂
・

未
破
裂
）、
脳
動
静
脈
奇
形
、
硬
膜
動
静
脈
奇
形

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
虚
血
性
疾
患

は
脳
梗
塞
超
急
性
期
治
療
、
脳
動
脈
狭
窄
症
、

頚
動
脈
狭
窄
症
な
ど
で
す
。
こ
の
他
に
も
脳
腫

瘍
の
摘
出
術
の
前
に
行
う
、
手
術
中
の
出
血
を

減
ら
す
た
め
の
腫
瘍
栄
養
血
管
塞
栓
術
や
、
外

傷
に
伴
う
鼻
出
血
の
治
療
な
ど
に
応
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
2
0
0
0
年
代
か
ら
脳
血
管
内
治
療

に
使
わ
れ
る
カ
テ
ー
テ
ル
・
コ
イ
ル
な
ど
の
医

療
器
具
は
目
覚
ま
し
い
進
歩
が
あ
り
、
対
象
疾

患
が
拡
大
し
て
い
く
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　特
に
新
機
種
が
導
入
さ
れ
て
、
脳
動
脈
瘤
の

コ
イ
ル
塞
栓
は
よ
り
安
全
に
治
療
が
可
能
と
な

り
、
ま
た
従
来
装
置
で
は
治
療
困
難
で
あ
っ
た

脳
動
脈
瘤
が
治
療
可
能
に
な
る
な
ど
対
象
患
者

さ
ん
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

■
脳
動
脈
瘤
に
対
す
る

　ス
テ
ン
ト
ア
シ
ス
ト
コ
イ
ル
塞
栓
術

ステントとコイル留置前（DSA画像）

ステント留置後（VasoCT 画像）ステントとコイル留置後（DSA画像）

脳
血
管
内
治
療
の
対
象
疾
患

新
機
種
で
最
近
治
療
を
行
っ
た
脳
動
脈
瘤
に
対
す
る

ス
テ
ン
ト
ア
シ
ス
ト
コ
イ
ル
塞
栓
術
と
脳
塞
栓
症
に
対
す
る

血
栓
回
収
術
の
写
真
を
紹
介
し
ま
す
。

出血性疾患
　脳動脈瘤
　脳動静脈奇形
　硬膜動静脈奇形　など■

超
急
性
期
脳
梗
塞
に
対
す
る

　血
栓
回
収
術
（
D
S
A
画
像
）血栓回収前（右中大脳動脈閉塞）血栓回収後（完全再開通）

虚血性疾患
　脳梗塞
　急性脳動脈閉塞狭窄症
　頚動脈狭窄症　など

脳血管内治療の対象疾患

脳
ド
ッ
ク
の
ご
案
内

　当
院
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、
脳
ド
ッ
ク

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　脳
ド
ッ
ク
で
は
、
主
に
脳
血
管
の
破
裂
リ
ス

ク
と
な
る
脳
動
脈
瘤
、
老
廃
物
な
ど
で
血
管
が

詰
ま
る
脳
梗
塞
、
そ
し
て
脳
腫
瘍
や
脳
萎
縮
な

ど
の
有
無
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　人
間
ド
ッ
ク
と
組
み
合
わ
せ
て
、
ま
た
は
単

独
で
受
診
で
き
ま
す
。

　ぜ
ひ
、
ご
利
用
下
さ
い
。

頚動脈の狭窄部を
バルーンカテーテル（風船）で広げます。

ステントと呼ばれる金属性の
メッシュ状の筒を留置します。

再度バルーンカテーテルで
広げることにより、内腔をさらに広げます。

拡張を確認した後、バルーンカテーテルや
フィルターを回収して終了します。

①

②

③

④

■ステント留置術

■コイル塞栓術

料　金　　　　人間ドックのオプション　43,200 円
　　　　　　　脳ドックのみ　　　　　　48,600 円（税込）

お問い合わせ・申し込み先

　　　　　　　当院健康管理センター

　　　　　　　電話　026-292-2261（代表）

実施日　　　　火・木・金曜日

ステントとコイル留置前（3D-DSA 画像）

① ② ③ ④

カテーテルを挿入
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9 8

漢方診療科
　
日
本
は
、
西
洋
医
学
と
漢
方
医
学

を
一
元
的
に
実
践
で
き
る
唯
一
の
国

で
あ
り
、
診
療
に
あ
た
る
医
師
は
も

と
も
と
の
専
門
領
域
を
持
ち
、
さ
ら

に
漢
方
に
て
診
療
の
幅
を
広
げ
よ
う

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
医
師
の
9
割
以

上
が
漢
方
を
使
っ
て
い
る
と
い
う

デ
ー
タ
も
あ
る
な
ど
、
漢
方
が
処
方

さ
れ
る
場
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。
現

在
、
約
1
5
0
種
類
の
漢
方
処
方
が

高
品
質
に
エ
キ
ス
製
剤
化
さ
れ
、
健

康
保
険
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
患

者
さ
ん
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
訴
え
を

も
っ
て
受
診
さ
れ
ま
す
。
ど
の
専
門

領
域
に
も
属
さ
な
い
症
状
で
、
か
つ

複
数
の
訴
え
が
あ
る
方
も
非
常
に
増

え
て
い
ま
す
。
臓
器
別
に
診
断
す
る

と
、
各
診
療
科
が
い
ろ
い
ろ
な
薬
を

処
方
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
漢
方

で
は
、
あ
る
症
状
を
治
す
と
ま
っ
た

く
関
係
の
な
い
別
の
も
の
が
治
る
こ

と
が
あ
る
の
で
す
。
そ
う
し
た
体
全

体
を
包
括
的
に
見
て
い
く
漢
方
の
利

点
は
、
現
在
の
医
療
に
は
必
須
の
も

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
漢
方
診
療
が
求
め
ら
れ
る
最
も
重

要
な
理
由
は
『
疾
患
』（disease

）

と
『
病
い
』（illness

）
を
同
時
に

把
握
し
治
療
す
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。『
疾
患
』
の
診
断
は
西
洋
医
学

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、し
か
し『
病

い
』
が
よ
く
な
ら
な
い
患
者
さ
ん
も

い
ま
す
。
個
々
の
患
者
に
対
し
、
感

情
・
思
い
・
身
体
的
な
影
響
・
希
望
・

家
族
・
経
済
性
・
職
業
な
ど
の『
病
い
』

の
背
景
を
理
解
す
る
こ
と
が
非
常
に

重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
漢
方
治
療

の
特
徴
で
あ
る
全
人
的
医
療
と
は
こ

の
よ
う
な
場
面
で
活
用
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
漢
方
薬
は
ひ
と
り
ひ
と
り
の
個
人

差
を
重
視
し
、
体
質
や
病
気
の
状
態

を
見
極
め
な
が
ら
最
適
な
漢
方
薬
を

使
い
分
け
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、

漢
方
が
万
能
だ
と
い
う
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
手
術
を
要
す
る
も
の
な

ど
、
西
洋
医
学
で
の
治
療
の
方
が
適

し
て
い
る
病
気
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
西
洋
医
学
と
漢
方
医
学
を
う
ま

く
組
み
合
わ
せ
て
治
療
し
て
い
く
事

が
、
患
者
さ
ん
の
た
め
に
は
最
適
な

治
療
法
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
世
界
中
で
漢
方
等
の
伝
統

医
学
が
現
在
の
医
療
体
系
に
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
医
者
任
せ
で
は

な
く
自
分
自
身
に
と
っ
て
何
が
よ
い

か
を
考
え
る
時
期
が
来
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
漢
方
を
利
用
し
た
い
と
考

え
る
な
ら
ば
、
や
は
り
西
洋
薬
を
使

用
す
る
と
き
と
同
様
、
漢
方
薬
に
精

通
し
た
医
師
に
診
察
を
受
け
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
漢
方
治
療
の
よ
い
適
応
は
大
き
く

わ
け
る
と 

5
個
に
分
け
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。

　
現
代
医
学
的
治
療
で
速
や
か
に
改

善
す
る
可
能
性
の
大
き
い
方
や
悪
性

腫
瘍
な
ど
で
手
術
適
応
が
明
確
な

方
、
緊
急
度
が
高
い
方
な
ど
を
除
け

ば
ほ
ぼ
適
応
が
あ
り
ま
す
。

　
現
代
医
療
の
中
で
今
後
漢
方
医

学
と
西
洋
医
学
の
融
合
が
求
め
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。
社
会
の 

急
激

な
変
化
、
人
口
の
高
齢
化
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
成
人
病
の
増
加
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
疾
患
は
つ
ね
に
慢
性

に
経
過
し
、
急
性
熱
性
の
感
染
症

に
は
大
き
な
力
を
発
揮
し
た
西
洋

医
学
に
お
い
て
も
、
そ
の
治
療
に

は
難
渋
し
、
概
し
て
有
効
、
適
切

な
治
療
法
を
欠
く
場
合
も
多
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
9

割
以
上
の
医
師
が
日
常
の
診
療
に

漢
方
薬
を
用
い
て
い
ま
す
が
漢
方

医
学
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
処
方

さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
状

態
で
す
。

　
漢
方
薬
は
漢
方
医
学
の
使
い
方

で
最
も
効
果
が
現
れ
ま
す
。 

医
療
経

済
の
面
で
も
安
価
な
漢
方
薬
が
見

直
さ
れ
、
最
近
で
は
欧
米
諸
国
で

は
代
替
・
相
補
医
療
が
多
く
研
究

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
動
き
の
中

で
個
別
的
な
対
応
に
優
れ
る
漢
方

医
学
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
篠
ノ
井
総
合
病
院
は
西
洋
医
学
に

た
け
た
医
師
が
後
ろ
に
つ
い
て
い
ま

す
。
西
洋
医
学
の
す
ば
ら
し
い
診
察

治
療
方
法
に
、
多
く
の
経
験
を
持
つ

漢
方
医
学
を
加
え
る
こ
と
で
患
者
さ

ん
に
最
善
の
医
療
を
提
供
す
る
た
め

に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

・予約制
・受診には他医療機関からの診療情報提供書
　（紹介状）が必要です。

・受診に関するお問い合わせは漢方外来まで

は
じ
め
に

漢
方
治
療
に
つ
い
て

漢
方
治
療
の
よ
い
適
応

当
院
で
漢
方
外
来
を
行
う
理
由 

漢方医学 西洋医学

（
１
）
免
疫
的
な
異
常

　
　
　
　
　
　（
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど)

（
２
）
虚
弱
体
質

　
　（
か
ぜ
を
引
き
や
す
い
な
ど
）

（
３
）
心
身
症
傾
向

　
　
　
　（
落
ち
込
み
や
す
い
等
）

（
４
）
現
代
医
学
的
治
療
で
副
作
用

　
　  

が
生
じ
や
す
い
方

              

　
　
　 （
高
齢
者
な
ど
）

（
５
）
現
代
医
学
的
治
療
が
無
効

　
　  

だ
っ
た
方 

漢方診療科部長

山川　淳一
やまかわ　じゅんいち

　漢方とは 中国から伝えられた医学をベースに
日本人の体質や風土に合わせて独自に発展・進
化をしたものです。そのため、中国に漢方とい
うものは存在しません。漢方は、中国医学を基
礎にして日本で独自に発展・進化した、医学です。

　現在使用されている漢方薬のほとんどは、「生
薬」を組み合わせて作られています。「生薬」とは、
植物の茎や根、貝殻や鉱物など薬効成分をもっ
た自然素材のことです。病院で処方される漢方
薬の多くは、健康保険が適用される「医療用漢
方製剤」で、生薬の持つ薬効を引き出し、かつ
服用・保存しやすい状態に加工されたものです。

漢方薬は天然の有効成分で作られている 漢方医学は日本独自のもの

漢方外来
外来診療日  毎週 火・水曜日 午後
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漢方診療科
　
日
本
は
、
西
洋
医
学
と
漢
方
医
学

を
一
元
的
に
実
践
で
き
る
唯
一
の
国

で
あ
り
、
診
療
に
あ
た
る
医
師
は
も

と
も
と
の
専
門
領
域
を
持
ち
、
さ
ら

に
漢
方
に
て
診
療
の
幅
を
広
げ
よ
う

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
医
師
の
9
割
以

上
が
漢
方
を
使
っ
て
い
る
と
い
う

デ
ー
タ
も
あ
る
な
ど
、
漢
方
が
処
方

さ
れ
る
場
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。
現

在
、
約
1
5
0
種
類
の
漢
方
処
方
が

高
品
質
に
エ
キ
ス
製
剤
化
さ
れ
、
健

康
保
険
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
患

者
さ
ん
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
訴
え
を

も
っ
て
受
診
さ
れ
ま
す
。
ど
の
専
門

領
域
に
も
属
さ
な
い
症
状
で
、
か
つ

複
数
の
訴
え
が
あ
る
方
も
非
常
に
増

え
て
い
ま
す
。
臓
器
別
に
診
断
す
る

と
、
各
診
療
科
が
い
ろ
い
ろ
な
薬
を

処
方
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
漢
方

で
は
、
あ
る
症
状
を
治
す
と
ま
っ
た

く
関
係
の
な
い
別
の
も
の
が
治
る
こ

と
が
あ
る
の
で
す
。
そ
う
し
た
体
全

体
を
包
括
的
に
見
て
い
く
漢
方
の
利

点
は
、
現
在
の
医
療
に
は
必
須
の
も

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
漢
方
診
療
が
求
め
ら
れ
る
最
も
重

要
な
理
由
は
『
疾
患
』（disease

）

と
『
病
い
』（illness

）
を
同
時
に

把
握
し
治
療
す
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。『
疾
患
』
の
診
断
は
西
洋
医
学

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、し
か
し『
病

い
』
が
よ
く
な
ら
な
い
患
者
さ
ん
も

い
ま
す
。
個
々
の
患
者
に
対
し
、
感

情
・
思
い
・
身
体
的
な
影
響
・
希
望
・

家
族
・
経
済
性
・
職
業
な
ど
の『
病
い
』

の
背
景
を
理
解
す
る
こ
と
が
非
常
に

重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
漢
方
治
療

の
特
徴
で
あ
る
全
人
的
医
療
と
は
こ

の
よ
う
な
場
面
で
活
用
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
漢
方
薬
は
ひ
と
り
ひ
と
り
の
個
人

差
を
重
視
し
、
体
質
や
病
気
の
状
態

を
見
極
め
な
が
ら
最
適
な
漢
方
薬
を

使
い
分
け
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、

漢
方
が
万
能
だ
と
い
う
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
手
術
を
要
す
る
も
の
な

ど
、
西
洋
医
学
で
の
治
療
の
方
が
適

し
て
い
る
病
気
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
西
洋
医
学
と
漢
方
医
学
を
う
ま

く
組
み
合
わ
せ
て
治
療
し
て
い
く
事

が
、
患
者
さ
ん
の
た
め
に
は
最
適
な

治
療
法
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
世
界
中
で
漢
方
等
の
伝
統

医
学
が
現
在
の
医
療
体
系
に
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
医
者
任
せ
で
は

な
く
自
分
自
身
に
と
っ
て
何
が
よ
い

か
を
考
え
る
時
期
が
来
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
漢
方
を
利
用
し
た
い
と
考

え
る
な
ら
ば
、
や
は
り
西
洋
薬
を
使

用
す
る
と
き
と
同
様
、
漢
方
薬
に
精

通
し
た
医
師
に
診
察
を
受
け
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
漢
方
治
療
の
よ
い
適
応
は
大
き
く

わ
け
る
と 

5
個
に
分
け
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。

　
現
代
医
学
的
治
療
で
速
や
か
に
改

善
す
る
可
能
性
の
大
き
い
方
や
悪
性

腫
瘍
な
ど
で
手
術
適
応
が
明
確
な

方
、
緊
急
度
が
高
い
方
な
ど
を
除
け

ば
ほ
ぼ
適
応
が
あ
り
ま
す
。

　
現
代
医
療
の
中
で
今
後
漢
方
医

学
と
西
洋
医
学
の
融
合
が
求
め
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。
社
会
の 

急
激

な
変
化
、
人
口
の
高
齢
化
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
成
人
病
の
増
加
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
疾
患
は
つ
ね
に
慢
性

に
経
過
し
、
急
性
熱
性
の
感
染
症

に
は
大
き
な
力
を
発
揮
し
た
西
洋

医
学
に
お
い
て
も
、
そ
の
治
療
に

は
難
渋
し
、
概
し
て
有
効
、
適
切

な
治
療
法
を
欠
く
場
合
も
多
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
9

割
以
上
の
医
師
が
日
常
の
診
療
に

漢
方
薬
を
用
い
て
い
ま
す
が
漢
方

医
学
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
処
方

さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
状

態
で
す
。

　
漢
方
薬
は
漢
方
医
学
の
使
い
方

で
最
も
効
果
が
現
れ
ま
す
。 

医
療
経

済
の
面
で
も
安
価
な
漢
方
薬
が
見

直
さ
れ
、
最
近
で
は
欧
米
諸
国
で

は
代
替
・
相
補
医
療
が
多
く
研
究

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
動
き
の
中

で
個
別
的
な
対
応
に
優
れ
る
漢
方

医
学
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
篠
ノ
井
総
合
病
院
は
西
洋
医
学
に

た
け
た
医
師
が
後
ろ
に
つ
い
て
い
ま

す
。
西
洋
医
学
の
す
ば
ら
し
い
診
察

治
療
方
法
に
、
多
く
の
経
験
を
持
つ

漢
方
医
学
を
加
え
る
こ
と
で
患
者
さ

ん
に
最
善
の
医
療
を
提
供
す
る
た
め

に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

・予約制
・受診には他医療機関からの診療情報提供書
　（紹介状）が必要です。

・受診に関するお問い合わせは漢方外来まで

は
じ
め
に

漢
方
治
療
に
つ
い
て

漢
方
治
療
の
よ
い
適
応

当
院
で
漢
方
外
来
を
行
う
理
由 

漢方医学 西洋医学

（
１
）
免
疫
的
な
異
常

　
　
　
　
　
　（
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど)

（
２
）
虚
弱
体
質

　
　（
か
ぜ
を
引
き
や
す
い
な
ど
）

（
３
）
心
身
症
傾
向

　
　
　
　（
落
ち
込
み
や
す
い
等
）

（
４
）
現
代
医
学
的
治
療
で
副
作
用

　
　  
が
生
じ
や
す
い
方

              
　
　
　 （
高
齢
者
な
ど
）

（
５
）
現
代
医
学
的
治
療
が
無
効

　
　  

だ
っ
た
方 

漢方診療科部長

山川　淳一
やまかわ　じゅんいち

　漢方とは 中国から伝えられた医学をベースに
日本人の体質や風土に合わせて独自に発展・進
化をしたものです。そのため、中国に漢方とい
うものは存在しません。漢方は、中国医学を基
礎にして日本で独自に発展・進化した、医学です。

　現在使用されている漢方薬のほとんどは、「生
薬」を組み合わせて作られています。「生薬」とは、
植物の茎や根、貝殻や鉱物など薬効成分をもっ
た自然素材のことです。病院で処方される漢方
薬の多くは、健康保険が適用される「医療用漢
方製剤」で、生薬の持つ薬効を引き出し、かつ
服用・保存しやすい状態に加工されたものです。

漢方薬は天然の有効成分で作られている 漢方医学は日本独自のもの

漢方外来
外来診療日  毎週 火・水曜日 午後
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NEWS

「
乳
腺
外
科
外
来
」
を
開
始
し
ま
し
た

　
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
芸
能
人
が
乳
が

ん
に
な
っ
て
お
り
、
最
近
で
は
市
川
海

老
蔵
さ
ん
の
奥
様
の
小
林
麻
央
さ
ん
の

話
題
が
記
憶
に
新
し
く
、
乳
が
ん
を
心

配
す
る
女
性
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
実

際
、
乳
が
ん
は
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、

比
較
的
若
い
30
代
か
ら
40
代
で
も
発
症

す
る
が
ん
で
す
。
が
ん
全
体
の
死
亡
率

は
1
9
9
0
年
後
半
以
降
は
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
乳
が
ん
は
増
加
を
続

け
て
い
ま
す
。
日
本
人
女
性
の
11
人
に

１
人
が
乳
が
ん
に
罹
患
す
る
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
乳
が
ん
が
増
加
し
て
い
る
要
因
と
し

て
動
物
性
脂
質
の
過
剰
摂
取
な
ど
食
生

活
の
欧
米
化
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

遺
伝
的
な
要
因
や
女
性
ホ
ル
モ
ン
（
エ

ス
ト
ロ
ゲ
ン
）
の
影
響
が
高
い
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
乳
腺
は
何
科
で
診
て
も

ら
っ
た
ら
よ
い
か
ご
存
知
で
す
か
。
乳

腺
の
専
門
は
産
婦
人
科
で
は
な
く
外
科

で
す
。
当
院
外
科
で
も
平
成
23
年
以
前

は
乳
腺
を
診
察
し
て
い
ま
し
た
。
た
だ

時
代
の
流
れ
で
外
科
も
専
門
化
が
進
み
、

乳
腺
専
門
医
不
在
の
た
め
平
成
23
年
以

降
は
乳
腺
の
初
診
外
来
を
中
断
し
て
い

(

外
科
統
括
部
長
　
宮
本
英
雄)

(

シ
ス
テ
ム
課
長
　
平
林
　
誠
一)

ま
し
た
。
し
か
し
昨
年
11
月
か
ら
乳

腺
外
科
を
再
開
し
ま
し
た
。

　
乳
腺
外
科
で
は
乳
が
ん
の
他
、
良

性
腫
瘍
や
乳
腺
症
や
乳
腺
炎
な
ど
乳

腺
に
関
す
る
病
気
を
診
察
し
て
い
ま

す
。
ま
た
乳
腺
の
他
に
甲
状
腺
外
科

の
診
察
も
行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
常

勤
の
乳
腺
専
門
医
を
確
保
す
る
こ
と

が
難
し
い
た
め
、
長
野
松
代
総
合
病

院
の
乳
腺
外
科
か
ら
専
門
医
に
出
張

し
て
い
た
だ
い
て
診
療
を
開
始
し
て

い
ま
す
。
診
療
日
は
月
に
2
回
、
第

2
と
第
4
月
曜
日
で
、
診
察
時
間
は

午
後
2
時
か
ら
5
時
ま
で
の
3
時
間

で
す
。

　
診
察
時
間
に
制
約
が
あ
る
の
で
、

残
念
な
が
ら
乳
腺
の
診
察
を
希
望
す

る
患
者
さ
ん
全
員
の
診
察
に
対
応
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
今
は
乳
が

ん
検
診
で
要
精
査
と
な
っ
た
患
者
さ

ん
の
み
に
限
定
し
て
診
察
を
行
っ
て

い
ま
す
。
精
密
検
査
が
必
要
に
な
っ

た
患
者
さ
ん
に
対
し
て
、
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
ー
検
査
、
超
音
波
検
査
、

M
R
I
検
査
、
針
生
検
な
ど
を
行
い
、

診
断
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
検
診
と
関
係
な

い
患
者
さ
ん
や
開
業
医
の
先
生
方
か

ら
の
紹
介
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
ら

れ
る
時
期
に
つ
い
て
は
未
定
で
す
が
、

診
察
希
望
者
や
開
業
医
の
先
生
方
か

ら
の
紹
介
希
望
が
ど
の
程
度
あ
る
の

か
な
ど
の
動
向
を
み
な
が
ら
、
診
察

の
枠
を
少
し
ず
つ
広
げ
て
い
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。
長
野
松
代
総
合

病
院
と
相
談
の
上
、
診
療
日
や
診
察

時
間
の
調
節
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

NEWS
NEWS

【診療日】
毎月第 2･第 4 月曜日

【診察時間】
午後 2 時～午後 5 時 

【備考】
現在は、当院での乳がん検診
で要精査となった患者さんの
みに限定して診察していま
す。

乳腺外科外来

新
町
病
院
と
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
を
統
合

　
当
院
と
新
町
病
院
は
、
平
成
29
年
４

月
に
南
長
野
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
業

務
統
合
し
ま
し
た
が
、
そ
の
一
環
と
し

て
、
両
病
院
は
、
今
年
２
月
よ
り
医
療

情
報
管
理
を
行
う
「
電
子
カ
ル
テ
シ
ス

テ
ム
」
と
、
保
健
予
防
活
動
を
行
う
「
健

診
シ
ス
テ
ム
」
を
統
合
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
あ
わ
せ
新
町
病
院
で
は
、
カ
ル
テ

を
電
子
化
し
２
月
よ
り
一
部
機
能
の
運

用
を
開
始
し
、
平
成
30
年
6
月
に
は
完

全
運
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

電
子
カ
ル
テ
統
合
の
メ
リ
ッ
ト

検
診
シ
ス
テ
ム
統
合
の
メ
リ
ッ
ト

患
者
情
報
の
管
理
に
つ
い
て

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
安
全
管
理

　
当
院
か
ら
新
町
病
院
へ
、
ま
た
は
新

町
病
院
か
ら
当
院
へ
紹
介
さ
れ
た
場
合
、

医
療
情
報
が
統
合
さ
れ
て
い
る
と
、
患

者
さ
ん
の
処
方
、
検
査
結
果
、
画
像
、

治
療
経
過
な
ど
が
両
病
院
で
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
閲
覧
・
把
握
が
可
能
と
な
り
、

ど
ち
ら
の
病
院
で
も
質
の
高
い
医
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

重
複
検
査
や
重
複
処
方
の
防
止
、
ア
レ

ル
ギ
ー
情
報
な
ど
を
共
有
す
る
こ
と
で

医
療
過
誤
の
低
減
に
役
立
ち
ま
す
。

　
救
急
受
診
さ
れ
た
際
に
も
過
去
の
診

療
情
報
が
即
座
に
把
握
で
き
、
迅
速
な

対
応
が
可
能
で
す
。

　
過
去
に
受
診
し
た
人
間
ド
ッ
ク
や
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
健
診
な
ど
の
検

査
結
果
が
統
合
さ
れ
、
電
子
カ
ル
テ

同
様
、
両
病
院
で
情
報
を
共
有
す
る

こ
と
で
受
診
者
さ
ん
の
過
去
の
受
診

結
果
等
を
把
握
、
比
較
が
可
能
に
な

り
ま
す
。
人
間
ド
ッ
ク
の
予
約
状
況

や
受
診
者
さ
ん
の
都
合
な
ど
で
、
受

診
施
設
を
両
病
院
で
変
更
す
る
こ
と

も
可
能
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
健
診

後
の
精
密
検
査
や
治
療
が
必
要
な
場

合
も
専
門
医
に
ス
ム
ー
ズ
に
情
報
提

供
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
両
病
院
の
情
報
シ
ス
テ
ム
を
統
合

運
用
す
る
に
あ
た
り
患
者
情
報
を
統

合
し
ま
し
た
。
個
人
情
報
保
護
法
に

基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
で
使
用

し
て
い
た
受
診
者
・
患
者
情
報
の
コ
ー

ド
を
統
合
し
、
両
病
院
で
管
理
保
有

し
て
い
る
過
去
の
受
診
歴
、
検
査
結

果
、
撮
影
し
た
画
像
デ
ー
タ
な
ど
も

統
合
し
ま
し
た
。
な
お
、
当
院
の
個

人
情
報
保
護
指
針
に
つ
い
て
は
、
当

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
個
人
情
報
の
取

　
両
病
院
の
医
療
情
報
は
、
災
害
発

生
時
も
デ
ー
タ
を
失
う
こ
と
が
無
い

よ
う
遠
隔
地
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
両
病
院
間
は
、

専
用
光
回
線
を
利
用
し
不
正
ア
ク
セ

ス
の
脅
威
へ
の
対
策
を
講
じ
る
な
ど

安
全
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
よ
り
質
の
高
い
医
療
提
供

体
制
を
堅
持
・
充
実
さ
せ
、
ま
た
安

全
で
安
心
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い
き
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

り
扱
い
に
つ
い
て
」
を
ご
参
照
く
だ

さ
い
。
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「
乳
腺
外
科
外
来
」
を
開
始
し
ま
し
た

　
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
芸
能
人
が
乳
が

ん
に
な
っ
て
お
り
、
最
近
で
は
市
川
海

老
蔵
さ
ん
の
奥
様
の
小
林
麻
央
さ
ん
の

話
題
が
記
憶
に
新
し
く
、
乳
が
ん
を
心

配
す
る
女
性
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
実

際
、
乳
が
ん
は
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、

比
較
的
若
い
30
代
か
ら
40
代
で
も
発
症

す
る
が
ん
で
す
。
が
ん
全
体
の
死
亡
率

は
1
9
9
0
年
後
半
以
降
は
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
乳
が
ん
は
増
加
を
続

け
て
い
ま
す
。
日
本
人
女
性
の
11
人
に

１
人
が
乳
が
ん
に
罹
患
す
る
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
乳
が
ん
が
増
加
し
て
い
る
要
因
と
し

て
動
物
性
脂
質
の
過
剰
摂
取
な
ど
食
生

活
の
欧
米
化
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

遺
伝
的
な
要
因
や
女
性
ホ
ル
モ
ン
（
エ

ス
ト
ロ
ゲ
ン
）
の
影
響
が
高
い
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
乳
腺
は
何
科
で
診
て
も

ら
っ
た
ら
よ
い
か
ご
存
知
で
す
か
。
乳

腺
の
専
門
は
産
婦
人
科
で
は
な
く
外
科

で
す
。
当
院
外
科
で
も
平
成
23
年
以
前

は
乳
腺
を
診
察
し
て
い
ま
し
た
。
た
だ

時
代
の
流
れ
で
外
科
も
専
門
化
が
進
み
、

乳
腺
専
門
医
不
在
の
た
め
平
成
23
年
以

降
は
乳
腺
の
初
診
外
来
を
中
断
し
て
い

(

外
科
統
括
部
長
　
宮
本
英
雄)

(

シ
ス
テ
ム
課
長
　
平
林
　
誠
一)

ま
し
た
。
し
か
し
昨
年
11
月
か
ら
乳

腺
外
科
を
再
開
し
ま
し
た
。

　
乳
腺
外
科
で
は
乳
が
ん
の
他
、
良

性
腫
瘍
や
乳
腺
症
や
乳
腺
炎
な
ど
乳

腺
に
関
す
る
病
気
を
診
察
し
て
い
ま

す
。
ま
た
乳
腺
の
他
に
甲
状
腺
外
科

の
診
察
も
行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
常

勤
の
乳
腺
専
門
医
を
確
保
す
る
こ
と

が
難
し
い
た
め
、
長
野
松
代
総
合
病

院
の
乳
腺
外
科
か
ら
専
門
医
に
出
張

し
て
い
た
だ
い
て
診
療
を
開
始
し
て

い
ま
す
。
診
療
日
は
月
に
2
回
、
第

2
と
第
4
月
曜
日
で
、
診
察
時
間
は

午
後
2
時
か
ら
5
時
ま
で
の
3
時
間

で
す
。

　
診
察
時
間
に
制
約
が
あ
る
の
で
、

残
念
な
が
ら
乳
腺
の
診
察
を
希
望
す

る
患
者
さ
ん
全
員
の
診
察
に
対
応
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
今
は
乳
が

ん
検
診
で
要
精
査
と
な
っ
た
患
者
さ

ん
の
み
に
限
定
し
て
診
察
を
行
っ
て

い
ま
す
。
精
密
検
査
が
必
要
に
な
っ

た
患
者
さ
ん
に
対
し
て
、
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
ー
検
査
、
超
音
波
検
査
、

M
R
I
検
査
、
針
生
検
な
ど
を
行
い
、

診
断
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
検
診
と
関
係
な

い
患
者
さ
ん
や
開
業
医
の
先
生
方
か

ら
の
紹
介
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
ら

れ
る
時
期
に
つ
い
て
は
未
定
で
す
が
、

診
察
希
望
者
や
開
業
医
の
先
生
方
か

ら
の
紹
介
希
望
が
ど
の
程
度
あ
る
の

か
な
ど
の
動
向
を
み
な
が
ら
、
診
察

の
枠
を
少
し
ず
つ
広
げ
て
い
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。
長
野
松
代
総
合

病
院
と
相
談
の
上
、
診
療
日
や
診
察

時
間
の
調
節
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

NEWS
NEWS

【診療日】
毎月第 2･第 4 月曜日

【診察時間】
午後 2 時～午後 5 時 

【備考】
現在は、当院での乳がん検診
で要精査となった患者さんの
みに限定して診察していま
す。

乳腺外科外来

新
町
病
院
と
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
を
統
合

　
当
院
と
新
町
病
院
は
、
平
成
29
年
４

月
に
南
長
野
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
業

務
統
合
し
ま
し
た
が
、
そ
の
一
環
と
し

て
、
両
病
院
は
、
今
年
２
月
よ
り
医
療

情
報
管
理
を
行
う
「
電
子
カ
ル
テ
シ
ス

テ
ム
」
と
、
保
健
予
防
活
動
を
行
う
「
健

診
シ
ス
テ
ム
」
を
統
合
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
あ
わ
せ
新
町
病
院
で
は
、
カ
ル
テ

を
電
子
化
し
２
月
よ
り
一
部
機
能
の
運

用
を
開
始
し
、
平
成
30
年
6
月
に
は
完

全
運
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

電
子
カ
ル
テ
統
合
の
メ
リ
ッ
ト

検
診
シ
ス
テ
ム
統
合
の
メ
リ
ッ
ト

患
者
情
報
の
管
理
に
つ
い
て

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
安
全
管
理

　
当
院
か
ら
新
町
病
院
へ
、
ま
た
は
新

町
病
院
か
ら
当
院
へ
紹
介
さ
れ
た
場
合
、

医
療
情
報
が
統
合
さ
れ
て
い
る
と
、
患

者
さ
ん
の
処
方
、
検
査
結
果
、
画
像
、

治
療
経
過
な
ど
が
両
病
院
で
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
閲
覧
・
把
握
が
可
能
と
な
り
、

ど
ち
ら
の
病
院
で
も
質
の
高
い
医
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

重
複
検
査
や
重
複
処
方
の
防
止
、
ア
レ

ル
ギ
ー
情
報
な
ど
を
共
有
す
る
こ
と
で

医
療
過
誤
の
低
減
に
役
立
ち
ま
す
。

　
救
急
受
診
さ
れ
た
際
に
も
過
去
の
診

療
情
報
が
即
座
に
把
握
で
き
、
迅
速
な

対
応
が
可
能
で
す
。

　
過
去
に
受
診
し
た
人
間
ド
ッ
ク
や
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
健
診
な
ど
の
検

査
結
果
が
統
合
さ
れ
、
電
子
カ
ル
テ

同
様
、
両
病
院
で
情
報
を
共
有
す
る

こ
と
で
受
診
者
さ
ん
の
過
去
の
受
診

結
果
等
を
把
握
、
比
較
が
可
能
に
な

り
ま
す
。
人
間
ド
ッ
ク
の
予
約
状
況

や
受
診
者
さ
ん
の
都
合
な
ど
で
、
受

診
施
設
を
両
病
院
で
変
更
す
る
こ
と

も
可
能
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
健
診

後
の
精
密
検
査
や
治
療
が
必
要
な
場

合
も
専
門
医
に
ス
ム
ー
ズ
に
情
報
提

供
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
両
病
院
の
情
報
シ
ス
テ
ム
を
統
合

運
用
す
る
に
あ
た
り
患
者
情
報
を
統

合
し
ま
し
た
。
個
人
情
報
保
護
法
に

基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
で
使
用

し
て
い
た
受
診
者
・
患
者
情
報
の
コ
ー

ド
を
統
合
し
、
両
病
院
で
管
理
保
有

し
て
い
る
過
去
の
受
診
歴
、
検
査
結

果
、
撮
影
し
た
画
像
デ
ー
タ
な
ど
も

統
合
し
ま
し
た
。
な
お
、
当
院
の
個

人
情
報
保
護
指
針
に
つ
い
て
は
、
当

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
個
人
情
報
の
取

　
両
病
院
の
医
療
情
報
は
、
災
害
発

生
時
も
デ
ー
タ
を
失
う
こ
と
が
無
い

よ
う
遠
隔
地
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
両
病
院
間
は
、

専
用
光
回
線
を
利
用
し
不
正
ア
ク
セ

ス
の
脅
威
へ
の
対
策
を
講
じ
る
な
ど

安
全
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
よ
り
質
の
高
い
医
療
提
供

体
制
を
堅
持
・
充
実
さ
せ
、
ま
た
安

全
で
安
心
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い
き
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

り
扱
い
に
つ
い
て
」
を
ご
参
照
く
だ

さ
い
。
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　当院は 2014 年 9 月に開院し、篠ノ井東小学
校の近くにあります。風邪や腹痛、けが等の一
般内科・一般外科診療の他に特定健診も行って
います。
　専門領域である乳腺・甲状腺疾患では、マン
モグラフィや超音波検査での乳がん検診や精密
検査を行い、バセドウ病や橋本病の治療、甲状
腺腫瘍の精査も行っています。また迅速な診断
や治療が必要な場合は院内で血液検査（甲状腺
機能を含む）、レントゲン、超音波検査、心電図
等を行い、さらに精密検査等が必要な場合には
連携する総合病院へ紹介しています。色々な症
状で困った時の相談窓口として「受診して良かっ
た」「あそこに行けば何とかなる」と思われる、
地域に必要なかかりつけ医としてお役に立てる
ようにこころがけています。

 乳癌学会専門医・指導医、内分泌外科専門医
 外科学会専門医・指導医、がん治療認定医

　平成２７年１２月に篠ノ井西寺尾・神明地区の神
明に開院しました。内科一般の診療所で専門は心臓・
不整脈・血管の病気ですが、よくある病気を的確に
診断できるように丁寧な診察を心がけております。
出身は千曲市戸倉で釣りが好きな少年でした。南は
坂城町のお寺？の池から北は八幡の治田公園の池ま
で自転車で夕方遅くまで駆け回っていました。数年
前に篠ノ井東小学校の PTA 会長を引き受けた縁があ
り、この地域の特色と課題を知ることができました。
今でも通学途中の小学生や中学生が朝元気よく挨拶
をしてくれます。
　多くの緊急の危ない病気を治療してきた経験を生
かし、当院では経験豊かなスタッフの協力のもと的
確な救急搬送を心がけております。慢性の病気に対
して薬はなるべく減らし、生活指導、特に食事が大
切であることを指導しております。マクロビオ
ティック・地中海料理・酵素玄米食・糖質制限食な
ど実践してきた経験から、オリジナルな食事のレシ
ピを織り交ぜながら様々な病気の情報をコラムで当
院から発信して行きます。信頼されるかかりつけ医
をめざして日々診療していきますのでよろしくお願
いいたします。

はらだ　　　みちひこ

№62

もりかわ　　　　さおり

研修医 森川　沙織
　こんにちは、研修医 1年目の森川沙織と申します。地域の
皆様、職場の方々に支えられ、充実した日々を送らせていた
だいております。
　全国から集まった同期、先輩と働き始めて早一年が過ぎよ
うとしておりますが、今回は我々研修医の休日の顔を少しだ
け紹介させていただきます。医療人として大切なコミュニケー
ション能力向上のために、研修の合間を縫って様々な会が企
画されます。
　まず、第一弾は長野駅近くのフレンチレストランで開かれた「女子？会」です。研修
医の男女比 8:3 ではなかなかできない話を、繊細な料理とともに満喫しました。寂しが
り屋の男性陣は、対抗して病院近くの居酒屋で男子会を開いていたそうです。
　第二弾は秋に開かれた「七輪でサンマを焼こう」の会です。ふと思い立ったかのよう
に Amaz●nで七輪を調べ始める先輩…、数日後には医局の机上に大きく「七輪」と書
かれた箱が届いていました。夏休み期間や私用が重なり参加者 3/11 人と少し寂しくな
りましたが、絶妙な焼き加減のサンマを頂いたそうです。
　第三弾は冬に開かれた「初めての鍋会」です。この会は、当直当番の一人を除いて
10/11 人が参加する奇跡的に参加率の高い会となりました。食材を準備する者、包丁さ

ばきを先輩に厳しく指導される者、たこ焼きづくりに苦戦しながらも
楽しむ者、味見専門の者、それぞれが役割を果たし、楽しい会となっ
たそうです。
　第四弾は、第三弾から一週間後に開かれた「北海道産カニ鍋の会」
です。1年目T君が「友人の結婚式で北海道に行きます。」と放った瞬間、
四方八方から「カニよろしく」「スープカレー！」「好きな食べ物は鮭
とばです」「デザートはメロンかな」と多数の声が…、数日後には医

局に毛ガニが 2杯届きました。前回との日が近かっ
たためか、参加者は 5/11 人とこれまた寂しいもので
したが、昆布とカツオから出汁をとった本格的なカ
ニ鍋・雑炊を食しました。
　研修医が共に過ごすのは 1,2 年という短い期間です
が、今後もこのような企画を通して親睦を深め、職
場でのコミュニケーションに繋げていけたらいいな
と思います。

篠ノ井研修医の会

南ながの公園クリニック いちのせ循環器内科

原田　道彦院長 先生

いちのせ　　ひろゆき

一瀬　博之　院長 先生

診療科目：内科
　　　　　循環器内科

診療日診療日

休診日　：土曜（第 2・4・5）
　　　　　日曜日、祝日

休診日　：月曜午前
　　　　　水曜・土曜午後

〒388-8020
長野県長野市神明 86 番地
TEL：026-247-8500

診療科目：乳腺外科
　　　　　内科　外科

〒388-8002
長野県篠ノ井東福寺 3819
TEL：026-285-9209

受診の際は必ず医療機関にご確認下さい。
13 12

月 火 水 木 金 土

午前　8:30-12:30

午後 14:30-18:30

休 ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ 休 ○ ○

診療受付時間

休

月 火 水 木 金 土

午前　 8:30-12:00

午後　14:30-17:30
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○ ○ ○ ○ ○
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休
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　当院は 2014 年 9 月に開院し、篠ノ井東小学
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等を行い、さらに精密検査等が必要な場合には
連携する総合病院へ紹介しています。色々な症
状で困った時の相談窓口として「受診して良かっ
た」「あそこに行けば何とかなる」と思われる、
地域に必要なかかりつけ医としてお役に立てる
ようにこころがけています。

 乳癌学会専門医・指導医、内分泌外科専門医
 外科学会専門医・指導医、がん治療認定医

　平成２７年１２月に篠ノ井西寺尾・神明地区の神
明に開院しました。内科一般の診療所で専門は心臓・
不整脈・血管の病気ですが、よくある病気を的確に
診断できるように丁寧な診察を心がけております。
出身は千曲市戸倉で釣りが好きな少年でした。南は
坂城町のお寺？の池から北は八幡の治田公園の池ま
で自転車で夕方遅くまで駆け回っていました。数年
前に篠ノ井東小学校の PTA 会長を引き受けた縁があ
り、この地域の特色と課題を知ることができました。
今でも通学途中の小学生や中学生が朝元気よく挨拶
をしてくれます。
　多くの緊急の危ない病気を治療してきた経験を生
かし、当院では経験豊かなスタッフの協力のもと的
確な救急搬送を心がけております。慢性の病気に対
して薬はなるべく減らし、生活指導、特に食事が大
切であることを指導しております。マクロビオ
ティック・地中海料理・酵素玄米食・糖質制限食な
ど実践してきた経験から、オリジナルな食事のレシ
ピを織り交ぜながら様々な病気の情報をコラムで当
院から発信して行きます。信頼されるかかりつけ医
をめざして日々診療していきますのでよろしくお願
いいたします。

はらだ　　　みちひこ

№62

もりかわ　　　　さおり

研修医 森川　沙織
　こんにちは、研修医 1年目の森川沙織と申します。地域の
皆様、職場の方々に支えられ、充実した日々を送らせていた
だいております。
　全国から集まった同期、先輩と働き始めて早一年が過ぎよ
うとしておりますが、今回は我々研修医の休日の顔を少しだ
け紹介させていただきます。医療人として大切なコミュニケー
ション能力向上のために、研修の合間を縫って様々な会が企
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医の男女比 8:3 ではなかなかできない話を、繊細な料理とともに満喫しました。寂しが
り屋の男性陣は、対抗して病院近くの居酒屋で男子会を開いていたそうです。
　第二弾は秋に開かれた「七輪でサンマを焼こう」の会です。ふと思い立ったかのよう
に Amaz●nで七輪を調べ始める先輩…、数日後には医局の机上に大きく「七輪」と書
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10/11 人が参加する奇跡的に参加率の高い会となりました。食材を準備する者、包丁さ
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局に毛ガニが 2杯届きました。前回との日が近かっ
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したが、昆布とカツオから出汁をとった本格的なカ
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　研修医が共に過ごすのは 1,2 年という短い期間です
が、今後もこのような企画を通して親睦を深め、職
場でのコミュニケーションに繋げていけたらいいな
と思います。

篠ノ井研修医の会

南ながの公園クリニック いちのせ循環器内科

原田　道彦院長 先生

いちのせ　　ひろゆき

一瀬　博之　院長 先生
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診療日診療日

休診日　：土曜（第 2・4・5）
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TEL：026-247-8500
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〒388-8002
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知
っ
て

　お
き
た
い

豆
知
識

（
担
当
：
薬
剤
師

　青
木

　美
聡
）

③

薬
剤
部

　
薬
は
用
途
に
合
わ
せ
様
々
な
剤
形

（
薬
の
形
）
が
あ
り
ま
す
。
中
で
も

薬
を
口
か
ら
摂
取
す
る
こ
と
で
体
内

に
取
り
込
む
こ
と
の
で
き
る
内
服
薬

は
、
最
も
汎
用
さ
れ
て
い
る
剤
形
で

す
。
前
回
の
知
っ
て
お
き
た
い
薬
の

豆
知
識
で
は
、
内
服
薬
の
中
か
ら
錠

剤
・
カ
プ
セ
ル
剤
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
し
た
。
シ
リ
ー
ズ
３
回
目
の
今

回
は
、
散
剤
・
水
剤
に
つ
い
て
詳
し

く
取
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
散
剤
や
水
剤
は
、
錠
剤
や
カ
プ
セ

ル
剤
を
飲
み
込
む
こ
と
が
難
し
い
時

に
も
飲
み
や
す
く
、
ま
た
年
齢
や
体

重
に
よ
っ
て
薬
の
量
を
細
か
く
調
節

で
き
る
た
め
、
お
子
さ
ん
や
高
齢
の

方
が
飲
む
機
会
の
多
い
剤
形
で
す
。

　
散
剤
は
、
薬
の
有
効
成
分
を
そ
の

ま
ま
、
ま
た
は
添
加
剤
を
加
え
て
粉

末
状
に
し
た
、
い
わ
ゆ
る
粉
薬
で
す
。

散
剤
を
粒
状
に
加
工
し
た
も
の
は
細

粒
、
顆
粒
剤
と
呼
ば
れ
、
な
か
に
は

胃
で
は
溶
け
ず
、
腸
で
溶
け
る
よ
う

に
設
計
さ
れ
た
薬
や
、
少
し
ず
つ
薬

が
溶
け
て
体
内
に
吸
収
さ
れ
る
よ
う

に
設
計
す
る
こ
と
で
効
果
を
持
続
さ

せ
る
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。
小
児
用
の
散
剤
は
、

飲
み
や
す
い
よ
う
に
イ
チ
ゴ
や
オ
レ

散
剤

水
剤

ン
ジ
な
ど
甘
い
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
剤
で

表
面
が
覆
わ
れ
て
い
る
も
の
が
一
般

的
で
す
。
し
か
し
、
小
さ
い
お
子
さ

ん
の
場
合
、
薬
そ
の
も
の
を
嫌
が
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、
散
剤
を
そ

の
ま
ま
飲
ま
せ
る
の
は
難
し
い
と
思

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
一
般
的
な
散
剤

の
飲
み
方
に
つ
い
て
少
し
触
れ
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
ず
１
つ
目
の
方
法

は
、
散
剤
を
清
潔
な
容
器
に
移
し
、

少
量
の
水
で
溶
い
て
、
ス
プ
ー
ン
や

ス
ポ
イ
ト
で
飲
ま
せ
る
方
法
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
は
水
の
量
が
多
す
ぎ
る

と
、
量
が
多
く
て
飲
み
残
し
て
し
ま

う
場
合
が
あ
る
た
め
で
き
る
だ
け
水

の
量
は
少
量
に
す
る
こ
と
で
す
。
２

つ
目
は
、
散
剤
を
水
で
練
り
ペ
ー
ス

ト
状
に
し
て
、
味
の
感
じ
に
く
い
頬

の
内
側
や
上
あ
ご
に
塗
り
つ
け
て
あ

げ
る
方
法
で
す
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、

時
間
が
経
つ
と
薬
剤
の
甘
い
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
剤
が
は
が
れ
て
苦
味
が
で

て
し
ま
う
た
め
、
ま
と
め
て
溶
か
し

た
り
、
溶
か
し
た
後
長
時
間
放
置
せ

ず
、
内
服
す
る
時
間
ご
と
に
毎
回
溶

い
て
あ
げ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
水
で
は
苦
味
が
抑
え
ら
れ
な
い

場
合
に
は
、
味
の
濃
い
食
べ
物
（
例

え
ば
プ
リ
ン
や
ア
イ
ス
な
ど
）
に
混

ぜ
て
あ
げ
る
と
薬
の
味
が
分
か
り
に

く
く
な
り
、
飲
み
や
す
く
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
授
乳
期
の
お
子
さ
ん

の
場
合
、
主
食
と
な
る
ミ
ル
ク
に
混

ぜ
て
し
ま
う
と
、
ミ
ル
ク
嫌
い
の
原

因
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
避
け

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
１

歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
場
合
、
は
ち

み
つ
も
避
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
は
ち
み
つ
に
は
ボ
ツ
リ
ヌ

ス
菌
と
い
う
、
人
の
体
内
に
取
り
込

ま
れ
る
と
毒
素
を
産
生
す
る
菌
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
た
め
で

す
。
大
人
で
あ
れ
ば
、
体
の
中
の
腸

内
細
菌
に
よ
っ
て
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
を

排
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
害
を

及
ぼ
し
ま
せ
ん
が
、
１
歳
未
満
の
お

子
さ
ん
の
場
合
、
腸
内
細
菌
が
未
発

達
の
た
め
に
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
が
排
除

さ
れ
ず
、
体
の
中
で
増
え
て
毒
素
を

出
し
、
様
々
な
症
状
を
引
き
起
こ
す

恐
れ
が
あ
る
た
め
注
意
が
必
要
で

す
。
さ
ら
に
、
薬
剤
に
よ
っ
て
は

ジ
ュ
ー
ス
と
混
ぜ
る
と
か
え
っ
て
苦

く
な
っ
た
り
、
薬
の
効
果
が
落
ち
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
お
子
さ

ん
が
散
剤
を
嫌
が
っ
た
り
飲
ん
で
く

れ
な
い
際
に
は
、
ど
う
や
っ
て
飲
ま

せ
た
ら
良
い
か
、
か
か
り
つ
け
又
は

お
近
く
の
病
院
・
薬
局
の
薬
剤
師
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
水
剤
は
、
糖
類
・
甘
味
剤
を
含
ん

だ
、
や
や
と
ろ
み
の
つ
い
た
液
状
の

薬
剤
で
す
。
最
近
で
は
粉
の
ま
ま
飲

ん
で
も
良
い
し
、
水
に
溶
い
て
シ

ロ
ッ
プ
状
に
し
て
も
飲
む
こ
と
の
で

き
る
ド
ラ
イ
シ
ロ
ッ
プ
剤
と
呼
ば
れ

る
散
・
顆
粒
状
の
薬
も
あ
り
ま
す
。

水
剤
は
、
薬
局
で
は
投
薬
瓶
と
呼
ば

れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
ボ
ト
ル
に

入
れ
て
、
１
回
量
を
量
り
取
る
こ
と

の
で
き
る
ス
ポ
イ
ト
や
計
量
カ
ッ
プ

を
付
け
て
お
渡
し
す
る
の
が
一
般
的

で
す
。
飲
む
時
に
は
、
ボ
ト
ル
に
直

接
口
を
つ
け
て
飲
ん
で
し
ま
う
と
、

正
し
い
量
が
飲
め
な
い
だ
け
で
な

く
、
カ
ビ
な
ど
の
菌
が
繁
殖
し
て
し

ま
う
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
必
ず
添
付

の
ス
ポ
イ
ト
や
カ
ッ
プ
を
用
い
て
指

示
さ
れ
た
量
を
量
り
取
っ
て
飲
ん
で

下
さ
い
。
ま
た
、
カ
ビ
等
の
繁
殖
を

防
ぐ
た
め
、
基
本
的
に
は
、
し
っ
か

り
ふ
た
を
し
て
冷
蔵
庫
で
保
管
し
ま

す
。
こ
の
際
、
お
子
さ
ん
や
家
族
が

誤
っ
て
飲
ん
で
し
ま
わ
な
い
よ
う
に

薬
の
袋
に
し
ま
い
、
目
に
触
れ
に
く

い
所
に
保
管
し
て
下
さ
い
。

　　
今
回
は
、
散
剤
・
水
剤
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
薬
は

似
た
よ
う
な
色
・
形
を
し
て
い
る
も

の
が
多
く
、
錠
剤
に
比
べ
て
識
別
が

難
し
い
剤
形
で
す
。
複
数
の
散
剤
・

水
剤
が
処
方
さ
れ
た
際
に
は
、
ど
れ

が
何
の
薬
で
あ
る
か
分
か
ら
な
く
な

ら
な
い
よ
う
に
、
薬
剤
名
の
書
か
れ

た
薬
の
袋
に
そ
れ
ぞ
れ
分
け
て
保
管

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
医

師
は
そ
の
時
々
の
症
状
、
体
重
・
年

齢
に
合
わ
せ
て
薬
を
処
方
し
ま
す
。

処
方
さ
れ
た
日
数
が
過
ぎ
た
薬
は

と
っ
て
お
か
ず
、
捨
て
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　次
回
は
外
用
薬
（
塗
り
薬
・
貼
り
薬

な
ど
）
に
つ
い
て
知
っ
て
ほ
し
い
知

識
や
注
意
点
を
紹
介
し
ま
す
。

子どもが薬を嫌がる場合は
①少量の水でとかして飲ませる。またはペースト状
　にして頬や上あごに塗りつける。

②味の濃い食べ物（プリンやアイスなど）に混ぜて
　あげる。 * 牛乳は避けましょう。

*1 歳未満の子はハチミツは避けましょう。

お薬で､こまったことがあったら
病院・薬局の薬剤師にご相談ください。

散
剤
・
水
剤
に
つ
い
て
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知
っ
て
お
き
た
い
く
す
り
の
豆
知
識

知
っ
て

　お
き
た
い

豆
知
識

（
担
当
：
薬
剤
師

　青
木

　美
聡
）

③

薬
剤
部

　
薬
は
用
途
に
合
わ
せ
様
々
な
剤
形

（
薬
の
形
）
が
あ
り
ま
す
。
中
で
も

薬
を
口
か
ら
摂
取
す
る
こ
と
で
体
内

に
取
り
込
む
こ
と
の
で
き
る
内
服
薬

は
、
最
も
汎
用
さ
れ
て
い
る
剤
形
で

す
。
前
回
の
知
っ
て
お
き
た
い
薬
の

豆
知
識
で
は
、
内
服
薬
の
中
か
ら
錠

剤
・
カ
プ
セ
ル
剤
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
し
た
。
シ
リ
ー
ズ
３
回
目
の
今

回
は
、
散
剤
・
水
剤
に
つ
い
て
詳
し

く
取
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
散
剤
や
水
剤
は
、
錠
剤
や
カ
プ
セ

ル
剤
を
飲
み
込
む
こ
と
が
難
し
い
時

に
も
飲
み
や
す
く
、
ま
た
年
齢
や
体

重
に
よ
っ
て
薬
の
量
を
細
か
く
調
節

で
き
る
た
め
、
お
子
さ
ん
や
高
齢
の

方
が
飲
む
機
会
の
多
い
剤
形
で
す
。

　
散
剤
は
、
薬
の
有
効
成
分
を
そ
の

ま
ま
、
ま
た
は
添
加
剤
を
加
え
て
粉

末
状
に
し
た
、
い
わ
ゆ
る
粉
薬
で
す
。

散
剤
を
粒
状
に
加
工
し
た
も
の
は
細

粒
、
顆
粒
剤
と
呼
ば
れ
、
な
か
に
は

胃
で
は
溶
け
ず
、
腸
で
溶
け
る
よ
う

に
設
計
さ
れ
た
薬
や
、
少
し
ず
つ
薬

が
溶
け
て
体
内
に
吸
収
さ
れ
る
よ
う

に
設
計
す
る
こ
と
で
効
果
を
持
続
さ

せ
る
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。
小
児
用
の
散
剤
は
、

飲
み
や
す
い
よ
う
に
イ
チ
ゴ
や
オ
レ

散
剤

水
剤

ン
ジ
な
ど
甘
い
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
剤
で

表
面
が
覆
わ
れ
て
い
る
も
の
が
一
般

的
で
す
。
し
か
し
、
小
さ
い
お
子
さ

ん
の
場
合
、
薬
そ
の
も
の
を
嫌
が
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、
散
剤
を
そ

の
ま
ま
飲
ま
せ
る
の
は
難
し
い
と
思

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
一
般
的
な
散
剤

の
飲
み
方
に
つ
い
て
少
し
触
れ
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
ず
１
つ
目
の
方
法

は
、
散
剤
を
清
潔
な
容
器
に
移
し
、

少
量
の
水
で
溶
い
て
、
ス
プ
ー
ン
や

ス
ポ
イ
ト
で
飲
ま
せ
る
方
法
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
は
水
の
量
が
多
す
ぎ
る

と
、
量
が
多
く
て
飲
み
残
し
て
し
ま

う
場
合
が
あ
る
た
め
で
き
る
だ
け
水

の
量
は
少
量
に
す
る
こ
と
で
す
。
２

つ
目
は
、
散
剤
を
水
で
練
り
ペ
ー
ス

ト
状
に
し
て
、
味
の
感
じ
に
く
い
頬

の
内
側
や
上
あ
ご
に
塗
り
つ
け
て
あ

げ
る
方
法
で
す
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、

時
間
が
経
つ
と
薬
剤
の
甘
い
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
剤
が
は
が
れ
て
苦
味
が
で

て
し
ま
う
た
め
、
ま
と
め
て
溶
か
し

た
り
、
溶
か
し
た
後
長
時
間
放
置
せ

ず
、
内
服
す
る
時
間
ご
と
に
毎
回
溶

い
て
あ
げ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
水
で
は
苦
味
が
抑
え
ら
れ
な
い

場
合
に
は
、
味
の
濃
い
食
べ
物
（
例

え
ば
プ
リ
ン
や
ア
イ
ス
な
ど
）
に
混

ぜ
て
あ
げ
る
と
薬
の
味
が
分
か
り
に

く
く
な
り
、
飲
み
や
す
く
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
授
乳
期
の
お
子
さ
ん

の
場
合
、
主
食
と
な
る
ミ
ル
ク
に
混

ぜ
て
し
ま
う
と
、
ミ
ル
ク
嫌
い
の
原

因
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
避
け

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
１

歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
場
合
、
は
ち

み
つ
も
避
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
は
ち
み
つ
に
は
ボ
ツ
リ
ヌ

ス
菌
と
い
う
、
人
の
体
内
に
取
り
込

ま
れ
る
と
毒
素
を
産
生
す
る
菌
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
た
め
で

す
。
大
人
で
あ
れ
ば
、
体
の
中
の
腸

内
細
菌
に
よ
っ
て
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
を

排
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
害
を

及
ぼ
し
ま
せ
ん
が
、
１
歳
未
満
の
お

子
さ
ん
の
場
合
、
腸
内
細
菌
が
未
発

達
の
た
め
に
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
が
排
除

さ
れ
ず
、
体
の
中
で
増
え
て
毒
素
を

出
し
、
様
々
な
症
状
を
引
き
起
こ
す

恐
れ
が
あ
る
た
め
注
意
が
必
要
で

す
。
さ
ら
に
、
薬
剤
に
よ
っ
て
は

ジ
ュ
ー
ス
と
混
ぜ
る
と
か
え
っ
て
苦

く
な
っ
た
り
、
薬
の
効
果
が
落
ち
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
お
子
さ

ん
が
散
剤
を
嫌
が
っ
た
り
飲
ん
で
く

れ
な
い
際
に
は
、
ど
う
や
っ
て
飲
ま

せ
た
ら
良
い
か
、
か
か
り
つ
け
又
は

お
近
く
の
病
院
・
薬
局
の
薬
剤
師
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
水
剤
は
、
糖
類
・
甘
味
剤
を
含
ん

だ
、
や
や
と
ろ
み
の
つ
い
た
液
状
の

薬
剤
で
す
。
最
近
で
は
粉
の
ま
ま
飲

ん
で
も
良
い
し
、
水
に
溶
い
て
シ

ロ
ッ
プ
状
に
し
て
も
飲
む
こ
と
の
で

き
る
ド
ラ
イ
シ
ロ
ッ
プ
剤
と
呼
ば
れ

る
散
・
顆
粒
状
の
薬
も
あ
り
ま
す
。

水
剤
は
、
薬
局
で
は
投
薬
瓶
と
呼
ば

れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
ボ
ト
ル
に

入
れ
て
、
１
回
量
を
量
り
取
る
こ
と

の
で
き
る
ス
ポ
イ
ト
や
計
量
カ
ッ
プ

を
付
け
て
お
渡
し
す
る
の
が
一
般
的

で
す
。
飲
む
時
に
は
、
ボ
ト
ル
に
直

接
口
を
つ
け
て
飲
ん
で
し
ま
う
と
、

正
し
い
量
が
飲
め
な
い
だ
け
で
な

く
、
カ
ビ
な
ど
の
菌
が
繁
殖
し
て
し

ま
う
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
必
ず
添
付

の
ス
ポ
イ
ト
や
カ
ッ
プ
を
用
い
て
指

示
さ
れ
た
量
を
量
り
取
っ
て
飲
ん
で

下
さ
い
。
ま
た
、
カ
ビ
等
の
繁
殖
を

防
ぐ
た
め
、
基
本
的
に
は
、
し
っ
か

り
ふ
た
を
し
て
冷
蔵
庫
で
保
管
し
ま

す
。
こ
の
際
、
お
子
さ
ん
や
家
族
が

誤
っ
て
飲
ん
で
し
ま
わ
な
い
よ
う
に

薬
の
袋
に
し
ま
い
、
目
に
触
れ
に
く

い
所
に
保
管
し
て
下
さ
い
。

　　
今
回
は
、
散
剤
・
水
剤
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
薬
は

似
た
よ
う
な
色
・
形
を
し
て
い
る
も

の
が
多
く
、
錠
剤
に
比
べ
て
識
別
が

難
し
い
剤
形
で
す
。
複
数
の
散
剤
・

水
剤
が
処
方
さ
れ
た
際
に
は
、
ど
れ

が
何
の
薬
で
あ
る
か
分
か
ら
な
く
な

ら
な
い
よ
う
に
、
薬
剤
名
の
書
か
れ

た
薬
の
袋
に
そ
れ
ぞ
れ
分
け
て
保
管

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
医

師
は
そ
の
時
々
の
症
状
、
体
重
・
年

齢
に
合
わ
せ
て
薬
を
処
方
し
ま
す
。

処
方
さ
れ
た
日
数
が
過
ぎ
た
薬
は

と
っ
て
お
か
ず
、
捨
て
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　次
回
は
外
用
薬
（
塗
り
薬
・
貼
り
薬

な
ど
）
に
つ
い
て
知
っ
て
ほ
し
い
知

識
や
注
意
点
を
紹
介
し
ま
す
。

子どもが薬を嫌がる場合は
①少量の水でとかして飲ませる。またはペースト状
　にして頬や上あごに塗りつける。

②味の濃い食べ物（プリンやアイスなど）に混ぜて
　あげる。 * 牛乳は避けましょう。

*1 歳未満の子はハチミツは避けましょう。

お薬で､こまったことがあったら
病院・薬局の薬剤師にご相談ください。

散
剤
・
水
剤
に
つ
い
て
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担当：管理栄養士　角　由香里

鶏レバー・・120ｇ
塩・・・・・少々
こしょう・・少々
牛乳・・・・大さじ１
小麦粉・・・適量

菜の花・・・160g
チーズ・・・10g

吸収率の高いヘム鉄を含む

レバーを使用した一品です

鉄分を多く含む菜の花と

酸味のある食材を使用した一品です

菜の花は茹で、ざるにあげて冷まし、一口大

に切る。

チーズは角切りにする。

A を混ぜ合わせ、菜の花・チーズと和えれば

出来上がり！

治療食
No.115貧血予防の食事

　貧血は様々な原因で起こりますが、最も多く見られるのが、赤血球

中のヘモグロビン合成に必要な鉄が不足して起きる、鉄欠乏性貧血で

す。鉄を多く含む食品や調理方法を工夫して鉄を積極的に補うことが

大切です。

① 栄養バランスの良い食事を心がけましょう

② 鉄を多く含む食品を食べましょう。

③ 良質なたんぱく質（肉・魚・卵・乳製品・大豆製品）を摂りましょう。

④ 鉄の吸収率を高めるビタミン C を摂りましょう。

⑤ よく噛んで食べましょう

偏食や無理なダイエットは栄養不足の原因になります。主食・主菜・副菜を揃え

たバランスの良い食事を心がけましょう。

鉄は吸収率の低い栄養素です。日々の食事の中

で積極的に鉄分を多く含む食品を摂ることが大

切です。鉄には吸収率の良いヘム鉄と吸収され

にくい非ヘム鉄があります。

たんぱく質は、血液中の赤血球やヘモグロビンの材料となる栄養素です。

よく噛んで食べることで胃酸の分泌を促し、鉄の吸収率を高めることが

期待されます。

また、酢など酸味のある食品や香辛料は胃酸の分泌を促します。

材料（2人分）

材料（2人分）

作り方

作り方

レバーは血の塊や油を除き、そぎ切りにして

塩、こしょう、牛乳につけて 5 分おく。ペー

パータオルで水気をふき、小麦粉をまぶす。

玉ねぎとにんにくはみじん切りにし、トマト

は乱切り、ピーマンは短冊切りにする。

フライパンにサラダ油を（大さじ１）を熱し

てレバーを焼き、両面に焼き目が付いたら取

り出します。

フライパンにサラダ油（大さじ１）を熱し、

玉ねぎ、にんにくを炒め、香りが出てきたら

トマト、ピーマンの順に加えて炒める。トマ

トの水分が無くなったら、A を加え３～４分

煮、レバーを加え更に１～２分煮れば出来上

がり。

〈栄養価〉1 人分　エネルギー    186Kcal
                               　タンパク質    13.1ｇ
                                　脂質                 8.6ｇ
                               　 鉄                     5.9 ㎎
                                    塩分                 1.1ｇ

〈栄養価〉1 人分　エネルギー    188kcal
                                    たんぱく質    11.3ｇ
                                    脂質　             10.9ｇ
                                    塩分　              0.6ｇ

食事のポイント

一回使用量(g) ビタミンC含有量(mg)

ブロッコリー

赤パプリカ

カリフラワー

キャベツ

南瓜

一回使用量(g) 鉄含有量(mg)

豚レバー

鶏レバー

あさり生

ほうれん草

小松菜

② 鉄を多く含む食品を食べましょう。

ビタミン C は、鉄の吸収を

良くしてヘモグロビンの合

成を助ける働きがあります。

◆ヘム鉄（吸収率約 15 ～ 25%）：肉類や魚介類など動物性の食品に含まれます。

◆非ヘム鉄（吸収率約 5%）：緑黄色野菜や海藻などに含まれます。

ケチャップ・・大さじ１
コンソメ・・・小さじ 1/2
水・・・・・・100 ㏄

サラダ油・・大さじ２
ピーマン・・50ｇ
玉ねぎ・・・50ｇ
にんにく・・１片
トマト・・・200ｇ

レモン果汁・大さじ１
梅肉　　・・15g
油　　　・・大さじ１
しょうゆ・・小さじ１/2
砂糖　　・・小さじ 1

レバーのトマト煮

菜の花の梅レモン和え

①

②

③

①

②
③

④

Ａ

Ａ
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                                    塩分                 1.1ｇ

〈栄養価〉1 人分　エネルギー    188kcal
                                    たんぱく質    11.3ｇ
                                    脂質　             10.9ｇ
                                    塩分　              0.6ｇ

食事のポイント

一回使用量(g) ビタミンC含有量(mg)

ブロッコリー

赤パプリカ

カリフラワー

キャベツ

南瓜

一回使用量(g) 鉄含有量(mg)

豚レバー

鶏レバー

あさり生

ほうれん草

小松菜

② 鉄を多く含む食品を食べましょう。

ビタミン C は、鉄の吸収を

良くしてヘモグロビンの合

成を助ける働きがあります。

◆ヘム鉄（吸収率約 15 ～ 25%）：肉類や魚介類など動物性の食品に含まれます。

◆非ヘム鉄（吸収率約 5%）：緑黄色野菜や海藻などに含まれます。

ケチャップ・・大さじ１
コンソメ・・・小さじ 1/2
水・・・・・・100 ㏄

サラダ油・・大さじ２
ピーマン・・50ｇ
玉ねぎ・・・50ｇ
にんにく・・１片
トマト・・・200ｇ

レモン果汁・大さじ１
梅肉　　・・15g
油　　　・・大さじ１
しょうゆ・・小さじ１/2
砂糖　　・・小さじ 1

レバーのトマト煮

菜の花の梅レモン和え

①

②

③

①

②
③

④

Ａ

Ａ
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 2　特集 1「最新の血管撮影装置導入」
 8　特集 2 診療科紹介「漢方診療科」　 
10　 ニュース
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13　 医療人のコラム
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16　 治療食
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20　 外来診療担当医表

平成 30 年 4 月 1 日現在
担当医表は予告なく変更されることがあります

目次

南長野医療センター篠ノ井総合病院
ＪＡ長野厚生連

●受付時間：8 時 00 分～ 11 時 30 分
●2018 年休診日：毎月第 2･3･5 土曜日（9/29 を除く）、
　　　　　　　　  日曜日、国民の祝日、8/16、年末年始
●予約・紹介状がないと受診できない診療科があります。
　詳しくは各外来にお問い合わせ下さい。
●救急患者さんにつきましてはこの限りではありません。

予 予約制紹 初診時に医療機関からの診療情報提供書（紹介状）が必要です 新 新患患者 前 午前 後 午後 数字  週

Minami Nagano Medical Center, Shinonoi General Hospital
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ご自由にお持ち下さい

平成 30 年 4 月発行


